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https://www.ryobi-group.co.jp/graphic/cspi/
RMGT-CSPI の詳細については、こちらをご覧ください。

82ｘ166モノクロ

印刷会社のSDGs達成のためのソリューションを提案、具現化するRMGT-CSPI。
各分野の企業が連携し、お客さまに寄り添いながら課題を解決・サポートします。



いようになった気がします。むしろ金利が高かった
時の方が、世の中上手く回っていたような気がして
います。我々の業界にかかわらず国内の中小企業は、
原材料・人件費・光熱費・設備代金・そして金利の
上昇など問題をあげたらきりがありません。ですが、
何とかこの問題を乗り越えていかなければいけませ
ん。
　例えば先日、キャベツが 1000 円になったという
ニュースがありました。1000 円になっても、生産
者も消費者も誰も喜ばないと思います。どうしても
キャベツを使わないといけない方以外は違う野菜を
選択するのではないでしょうか。
　コロナ以降さまざまなものが値上がりし、我々の
商品も上げさせていただきました。その結果、注文
が減りネット（Web）広告に仕事がながれてしま
いました。キャベツの話じゃありませんが、どうし
ても印刷じゃないといけない商品は残ります。しか
し、お客さまの望むものと価格が見合わない場合は
売る商品を変えないといけません。まずは時間をか
けてでも、お客さまにご理解を頂き価格転換をしな
がら提供できる商品を増やしていかなければいけな
いと感じています。
　本来の当たり前に金利がある時代へと戻りつつあ
ります。我々の業界も、デフレ脱却して良いインフ
レになってくれるのを願っております。

　組織・共済委員会の副理事長をしております田中賢
二です。日頃は各種共済制度にご加入していただく等、
ご協力をいただきまして誠にありがとうございます。
　この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
　さて昨年の 3月、日本銀行は 17年ぶりにマイナス
金利政策の解除を決め、7月には追加利上げに踏み切
りました。そして今年 1月には政策金利を 0.5 パー
セント程度に引き上げることを決定しました。
　17 年前は、わたしが父親から会社を受け継いだ頃
になります。その頃は銀行金利が 2パーセント後半
でした。当然父親が借りた時の金利なので、それが当
時は当たり前だと思っていました。しばらくしてリー
マンショックが起こり、大変な時を乗り越えながらも
懸命に働いて順調に借入金も減らしていきました。
　経営にも慣れてきて自分で初めて借入を起こした
時には、1パーセント台でした。そこから借りるたび
に金利が下がっていったのを覚えています。17年間、
低金利が当たり前の時代を過ごしてきたので久しぶり
に金利が上がると聞いても、ピンときませんでした。
　そして今年 1月、古くなった設備の更新でお金を
借りた時に少し上がったかなぁぐらいの感覚ですが実
感しました。まだまだ昔の金利までは上昇していませ
んが、高額な設備資金を長期で借りるとそれなりの金
利が発生するなぁと感じています。
　振り返ってみると低金利の時代、儲かったのかと考
えると販売価格も下がってしまい、どんどん儲からな
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巻頭言
「金利のある世界」

副理事長　田 中  賢 二
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表①：単価の決定・改定にあ
たり、取引先は協議に応じて
くれたか（※受注側のみに質
問）。

表②：単価の決定・改定にあ
たり、各コスト増加分をどの
程度反映できたか（「概ね反映
した」と答えた企業の割合）。

1）販売先から申し出があり協議を行なった　2）自社から申し出を行ない協議に応じてくれた　3）自社から申し出を行なっ
たが協議に応じてくれなかった　4）協議を行なう必要がなかった　5）協議を申し入れることができなかった

一般社団法人日本印刷産業連合会（日印産連）は、「令和6年
度自主行動計画フォローアップ調査結果」を公表した。調査期
間は令和6年10月10日〜 11月6日、調査企業は日印産連会員
10団体に加盟する会員企業6,152社の内、親事業者となる大
手印刷会社及び会員10団体の役員の会社を中心に1,025社

を対象に実施された。回答企業196社（前年度323社）、回答
率19.1％（前年度19.4％）。今年度は、会員10団体の役員の会
社を中心に実施された。前号では、【概観】のみお知らせしたの
で、本号ではフォローアップ調査結果と分析（重点課題に対す
る取り組み）をまとめた。

■日印産連：下請適正取引の推進に向けた自主行動計画

令和6年度フォローアップ調査結果と分析

発注側では前年40％に対し38％と大きな差はなかった。受
注側は29％に対し39％と改善している。
　一方、60日超の手形が発注側・受注側とも6割を超えてい
る。下請法の運用が変更となり、サイト60日を超える手形な
どの支払いは行政指導の対象となるため、印刷業の主要顧客
である出版社や食品メーカーなど、支払いサイトが長いクラ
イアント業界への周知など働きかけが必要である。（表④）
　■支払条件の改善（手形サイトの短縮）
　手形サイトの短縮については、現在60日を超えるサイトの
手形などを利用している会社のうち、79％が60日以内への
短縮を予定と回答、前年より23ポイントの大幅改善となっ
た。（表⑤）
　■支払条件の改善（約束手形の廃止予定）
　約束手形の廃止については、廃止期限が近付いたことによ
り9割超の会社が廃止を予定していると回答している。一方、
廃止予定なしは6.3％と大きく減少した。この廃止予定なし
の理由としては、資金繰りが付かないためが多かった。
　課題を踏まえた今後について、「60日超の手形が発注側・受
注側とも6割を超えており、サイトの短縮化（2024年11月よ
り60日以内）が喫緊の課題であるが、印刷業は同業間の下請
け・孫請けの取引が多く、大手顧客や元請けの印刷会社など、
サプライチェーンの上流に位置する企業から改善をしてもら
う必要があり、発注側への働きかけが望まれる」としている。
　さらに、2026年までの約束手形の利用廃止に向けては、
「発注側の大手印刷会社は『現金化』（約束手形の利用廃止）を
実施済みであり、中小印刷会社の取引が問題となってくる。

　重点課題に対する取り組み

　■合理的な価格決定（単価決定・改定協議）
　単価の決定・改定に関する協議が行なわれなかった割合は、
原材料価格では6.8％だったが、労務費は22.7％となった。
　取引先が協議に応じてくれた理由では、「ニュースなどから
協議に取り組む必要を感じた」、「同業他社が協議を実施して
いる」、「強い（複数回による）要望を行なったため」、「行政・業
界団体などからの要請があったため」などの意見が多かった。
（表①）
　■合理的な価格決定（コスト反映状況）
　労務費、原材料価格、エネルギー価格の反映状況について、
「概ね反映した」と答えた企業の割合が、発注者側では全項目
で前年を上回ったが受注側は横ばい。
　費目別にみると労務費・エネルギー価格は、受注側は3割前
後となっており、価格転嫁が十分でない。3費目とも、発注側
と受注側で認識のズレが昨年より大きくなっている。
　課題を踏まえた今後について、「各コストの価格転嫁に向け
て大手印刷会社の発注担当部門への周知・要請強化に引き続
き取り組む」としている。（表②）
　■支払条件の改善（現金支払割合）
　現金支払い割合における「全て現金払い」は、発注側では前
年度から微増。受注側では全て現金払いの割合が18ポイン
ト改善している。（表③）	
　■支払条件の改善（手形サイト）
　手形サイト60日以内（30日以内含む）と回答した割合が、
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表③：下請代金を現金で支払っている（受け取っている）場合、その割合はど
れくらいか。

表⑤：現在、60日を超える手形などを利用している場合、サイトを60日以
内に変更する予定があるか。

1）2024年11月までに60日以内に変更予定　2）時期は未定だが60日
以内に変更予定　3）60日以内に変更する予定はない

表④：下請代金を手形などで支払っている（受け取っ
ている）場合、手形などのサイトはどれくらいか。

表⑥：直近 1 年間、販売先が実施した
働き方改革に関する対応の結果どのよ
うな影響があったか。

※詳しい調査結果については、
日本印刷産業連合会ホームペー
ジ「自主行動計画フォローアッ
プ調査について」検索。

1）特に影響はない　2）急な仕様変更への対応への増加　3）短納期での発注の増加　4）検収の遅れ　
5）従業員派遣を要請　6）発注業務の拡大・営業時間の延長　7）祝休日出勤の増加

今後は、印刷業界内取引の適正化（＝現金化）に向けて、会員
企業への周知徹底を図る」との対応を示している。
　■型取引の適正化
　型取引に関する取引条件の明確化では、「全て実施された」
「概ね実施された」の合計が、発注側では29.2％、受注側で
26.5％と低く改善が求められる。また、量産終了後の型の保
管費用の支払いでは、発注側・受注側とも約6割弱で実施され
ておらず、改善の取り組みが必要。
　課題を踏まえた今後について、｢型取引に関する取引条件の
明確化及び量産終了後の型の保管費用の支払いについては、
進捗が芳しくないため、親事業者となる大手中堅印刷会社
（印刷工業会の会員83社）に対し、周知・協力要請を実施する。
さらに、サプライチェーンの最上流であるクライアント企業
が加盟する業界団体に対して、協力要請の渉外活動を強化す
る｣としている。
　■知的財産・ノウハウの保護
　知的財産への対応は、5割の会社が実施中又は実施予定と
回答。知的財産権などの取引において販売先から受けたこと
のある行為については、「特になし」が44.7％と最も多く、「適
切な対価を支払ってもらえない」27.6％、「共同で開発した
発明などの権利について、一方的に取引先のみの帰属とされ
る」9.2％などの回答が多かった。
　課題を踏まえた今後について、「特に官公需における著作権
の取り扱いについて、知的財産部会の活動を通じてコンテン
ツ版バイ・ドール契約(※)の活用推進を周知・啓蒙する」とし
ている。(※)コンテンツ版バイ・ドール契約：「著作権などの知
的財産権を発注者ではなく、受託者に帰属させることで二次
利用しやすく、二次的、三次的な経済効果を期待する」という

もの。
　■働き方改革に伴うしわ寄せ防止
　働き方改革への対応は、発注側・受注側とも57.3％が「特
に影響はない」と回答。短納期発注や急な仕様変更などによ
るコストについて、発注側が負担したかの質問では、発注側
34.2％、受注側26.5％と3割前後にとどまっており今後の課
題としている。（表⑥）
　課題を踏まえた今後については、「コスト負担を取引先業界
との価格交渉時のテーマに入るよう、繰り返し周知を行なっ
ていく」としている。

　引き続き課題改善に取り組む

　取引適正化に向けた今後の取り組み。
　●取引適正化に向けた2025年度の重点課題としては、労
務費の価格転嫁が考えられる。原材料価格やエネルギー価
格と比較して転嫁割合が低く、賃上げにも影響してくるため
で、次年度の活動として、労務費の価格転嫁に向け「パート
ナーシップ構築推進プロジェクト」による、発注元である大
手印刷会社への周知・要請強化に引き続き取り組む。
　●型取引の適正化・働き方改革への対応についても課題改
善に取り組んでいく。
　●最上流の親事業者であるクライアントが加盟する業界団
体に対し、価格転嫁および取引改善の渉外活動を強化する。
　●自主行動計画および徹底プランの普及に向けては、会員
10団体の会長・専務理事が集まる会議及び日印産連の会員向
け機関誌や会員向けセミナーの開催などにより、繰り返し周
知を行なっていく。
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　㈱光文堂が主催する新春恒例の第61回光文堂新春機材展
「Print	Doors	2025」が、1月22・23日の両日、名古屋市国際
展示場ポートメッセなごや3号館において開催された。最新
鋭資機材を披露する機材展と共に、コラボレーション展も共
催され、ネットワークづくりやビジネスチャンス拡大に重要
な役割を果たした。コラボ展には58社が出展、愛印工組に関
連する15社が参加、自慢の製品をアピールした。
　■㈱アオイグラビア①
　社内一貫生産体制で〝いい仕事をモットーに〟を掲げ、印刷
部門では、油性・菊全4色機／菊半4色機、UV・A全4色機。加
工部門では、トムソン、中綴じ機、折り機、貼り機（MOLLホッ
トメルト）などが稼働。また伝票印刷では、バックカーボン伝
票、連続伝票、ミシン加工、№加工、ファイル穴加工などに対
応。アクリル製本も手掛けている。
　■㈱アクアス②　
　印刷用紙・板紙事業、パッケージ事業、環境改善事業の3本
柱を展開し、多様化する顧客ニーズに対応している。中でも、
職場などにおける環境改善に力を入れ、暑さ対策や節電効果
が期待できる遮熱シート「サーモバリア」、窓用遮熱塗料「ガ
ラスCooコート」、省エネ効果の高い各種「LED照明」などア
ピール。省エネ提案に特化して取り組んでいる専任担当者に
よる相談が行なわれた。
　■一粒社③
　オンデマンド印刷（カラー／モノクロ）＋無線綴じ製本（厚
さ5㎝まで可能）、インクジェットバリアブル印刷による可変
印刷（各種賞状、卒業証書、挨拶状、宛名印字など）、さらに、
薄物オンデマンド印刷（伝票の丁合を取りながら印刷が可能）
など、窓口の広さをアピール。
　■伊藤手帳㈱④
　手帳を作り続けて80余年。経験と実績による対応力と企

画力が、一味違った新しい発想による数々のアイデア手帳を
生み出している。学生と共同開発した手帳、Z世代が考えた
産学連携手帳、環境に配慮した手帳など、同社ならではの製
品が披露された。ビニール製品グッズPVC製品も紹介。
　■鬼頭印刷㈱⑤
　通常のオフセット印刷に加え、得意としているコールド
フォイル印刷、スポットホログラム印刷、疑似エンボス印刷、
さらに厚盛UV	ニスコーターを使ったデジタル厚盛ニスな
ど、特殊印刷をアピール。併せて、付加価値を付ける特殊な加
工についての相談も受け、豊富なサンプルを駆使しながら顧
客の目的・要望に応じた提案が行なわれた。
　■木野瀬印刷㈱⑥
　印刷業向け経営情報・工程管理クラウドサービス「MIクラ
ウドR」とMIクラウドR連動型グループウェア「MIツナガル」
を提案。MIクラウドは、クラウドサービスによって初期投資
を抑えながら業務改善や業務の見える化など、印刷会社の経
営管理を全てサポートする。印刷会社が作った〝わかりやす
いシステム〟をアピールした。
　■㈱サンアート印刷⑦
　水なし印刷によるVOC（揮発性有機化合物）削減とカーボ
ン・オフセットによる二酸化炭素排出量の削減（相殺）でより
高い環境付加価値印刷物の普及拡大に取り組んでいる。水な
し印刷＋カーボン・オフセットはSDGsに貢献できる印刷物
として提案。
　■㈱鈴木紙工所⑧
　紙カットのプロフェッショナルを自負する中で、紙の魅力
と可能性が追求されている。トムソン加工技術を応用した複
雑形状の加工サンプル、ブームになっている切り絵御朱印用
紙のサンプルなど、魅力ある多数の製品が披露された。
　■大信印刷㈱⑨

■光文堂新春機材展「Print Doors 2025」 ネットワークづくり
ビジネスチャンス拡大を
支援｢コラボレーション展」ルポ
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2023年に135周年を迎えました。

おかげさまで135周年

１35 135 135th

　紙器、パッケージ印刷を主力に全国展開を図っている。
パッケージ、ディスプレイ製品を始め、SDGsに対応したノベ
ルティグッズも紹介された。これらは長年培ったノウハウを
活かしたアイデアあふれる製品になっている。特に、マーケ
ティング戦略も兼ねた企画・デザインの提案を発信していた。
　■大日印刷㈱⑩
　必殺印刷人！印刷のプロ集団を標榜し、同業者の困りごと
を手助けしようと全面協力を打ち出している。同業者からの
受注実績300件以上、印刷から製本まで自社一貫生産が強み
で、仲間仕事でも営業担当者が窓口となって相談に乗ってく
れる。また、工場見学も随時受け付けており、開かれた印刷会
社をアピールしている。
　■中央紙通商㈱⑪
　現場の改善ソリューションを提案。工場、倉庫に特化した
防犯設備（防犯カメラなど）、照明設備、空調設備、窓フィル
ム、防鳥工事など、幅広い対応で貢献している。
　■㈱二和印刷紙業⑫
　「RMGT970PF-4-PQS-D」の導入により、さらに強力な体
制が構築された。中でも、LED-UV印刷+品質検査装置、最大
24時間稼働による生産力強化が大きな売りで、スピーディー
に高品質・短納期製品を提供している。B1ポスターなど、サ
イズの大きな印刷物も得意である。
　■㈱メイセイプリント⑬
　圧着DM専門の印刷会社。多種多様なDMに対応するとと
もに、一般的な宛名面への印字だけではなく、両面可変印字

をアピール。また、宛名別のすべて違うQRコードを印刷する
ことで、送付先顧客の閲覧状況の分析ができるサービスも行
なっている。特に、印刷から宛名印字、投函までのワンストッ
プサービスが好評である。
　■㈱エスビーシー⑭
　今回は、注目のアクリルグッズと防災グッズが紹介され
た。中でも、アクリルグッズは全60型が用意されており、低
コスト＆短納期、アクリルグッズ＋αの提案とともに、企業
の販促・ノベルティ・イベントPOPなど、販路を限定しない多
方面での活用がアピールされた。
　■モリカワペーパー㈱⑮
　合紙加工、打ち抜き加工、ロールエンボス加工など、職人の
確かな技術と誠意で、紙の加工を通じて社会に貢献。オリジ
ナルボードゲームは、印刷した紙にグレーボードなどの厚紙
を貼って厚くし、油圧プレス機で形に打ち抜くもので、ボー
ドゲーム以外にも紙製バッジなどへの採用もある。紙と紙加
工を活かす新たな製品開発に積極的な提案が行なわれた。
　■愛知県製本工業組合【番外】⑯
　初出展のブースでは、本づくりのプロ集団が製本職人の持
つ技や、紙の本の良さをアピールした。特殊な製本の提案、読
んでみたくなる本の紹介を始め、小型ノート（縦5.5×横4セ
ンチ）に「大吉」や「中吉」などが印刷された「おみくじノート」、
思わず手に取りたくなる「美しいノート」、組合員が手作りし
た「御朱印帳」など、多彩な魅力が発信された。
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グラフィック用紙

　情報・広告のデジタル化などの構造的要因に加え、需要家
のコスト削減により各品種とも減少継続。
　≪近年の動向≫
　★グラフィック用紙の内需は、情報収集手段の多様化やデ
ジタル化などの構造的要因により減少が続いている。2024
年は、新聞用紙、非塗工印刷用紙、塗工印刷用紙、情報用紙と
も前年を下回り、グラフィック用紙計では7.0％減と、前年の
8.7％減から減少幅は縮小したものの、引き続きマイナスと
なった。
　≪2025年の予想≫
　☆グラフィック用紙のうち、新聞用紙は発行部数とページ
数の減少により引き続きマイナスを予想。印刷・情報用紙も
需要家のコスト削減やデジタル化などにより引き続きマイナ
スを予想。
　☆品種別の見通しを積み上げると、グラフィック用紙は合
計で636万トン、前年比6.3％減となる。新聞用紙が8.5％減、
非塗工印刷用紙が5.5％減、塗工印刷用紙が6.0％減、情報用
紙が5.0％減。グラフィック用紙は19年連続のマイナスとな
る見通し。2019年比では、37.2％減。過去のピークだった
2006年（1,581万トン）に対しては4割の水準となる。
　

　■新聞用紙
　≪近年の動向≫
　★新聞用紙の内需は、情報収集手段の多様化や広告のネッ
トへのシフトといった構造的要因により減少が続いている。
2024年については、夕刊廃止などの動きから発行部数が減
少し、広告出稿減などにより頁数も低調に推移したものの、
うるう年による発行日数増などで、内需は8.9％減と前年の
9.8％減からマイナス幅が縮小した。
　≪2025年の予想≫
　☆新聞用紙の内需は、基本的に発行部数と頁数の増減に
よって決まる。発行部数は引き続き減少が見込まれ、頁数に
ついては広告出稿に回復が期待できないことなどから、引き
続きマイナスとなるものの、2024年に比べてマイナス幅は
やや縮小する見通し。
　☆新聞用紙の内需は140万トン、前年比8.5％減を見込
んだ。13年連続のマイナスとなる見通し。2019年比では
41.8％減、過去のピークだった2006年（376万トン）に対し
ては4割弱の水準となる。
　■非塗工印刷用紙
　≪近年の動向≫
　★非塗工印刷用紙の内需は、デジタル化などの構造的要因
や出版不振などにより減少が続いている。2024年は商業印
刷関係を中心に、需要家のコスト削減による使用量の減少な

日本製紙連合会から「2025年 紙・板紙内需見通し報告」が
公表された。報告によると、2025年主要品種別内需見通しに
ついて、グラフィック用紙は、デジタル化や需要家のコスト削
減に伴う使用量の減少により引き続きマイナスを予想。パッ
ケージング用紙は、インバウンドの増加や工業製品関連需要
の回復などが寄与するものの、物価高騰、消費者の買い控え、
包装資材の削減などにより微減を予想。衛生用紙はインバウ

ンドの増加によりプラスを予想している。全般を見た場合の
増減要因について、プラス要因では、景気の緩やかな回復を
挙げ、具体的には賃上げによる個人消費の拡大、インバウンド
需要の増加があるとしている。他方、マイナス要因では、人口
減少、少子高齢化、人手不足などとともに、海外経済の減速を
上げている。今月号ではグラフィック用紙について紹介する

（パッケージ用紙については次号で紹介）

■日本製紙連合会

2025年 紙・板紙（主要品種）内需見通し
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ども影響し内需は5.9％減。前年の10.0％減からマイナス幅
は縮少したものの引き続き減少した。
　≪2025年の予想≫
　☆品種別には、上級印刷紙、中・下級印刷紙ともマイナスが
予想される。上級印刷紙は汎用性が高く、チラシや目論見書・
取扱説明書など用途は多岐にわたる。一部、学習参考書など
で堅調な動きは見られるものの、全体としては、構造的要因
に加えて、需要家のコスト削減による使用量減少の動きが続
くと見られ前年を下回ると予想。中・下級印刷紙は、主な需要
先である出版業界を取り巻く環境が依然として厳しく、雑誌
を中心に引き続き不振が予想される。なお、大阪・関西万博な
どのイベントや参議院選挙などによる押し上げ効果はごくわ
ずかと予想される。
　☆非塗工印刷用紙の内需は121万トン、前年比5.5％減を
見込んだ。21年連続のマイナスとなる見通し。2019年比で
は33.9％減、過去のピークだった1991年（405万トン）に対
し3割の水準となる。
　■塗工印刷用紙
　≪近年の動向≫
　★塗工印刷用紙の内需は、デジタル化などの構造的要因や
需要家のコスト削減などで減少が続いている。2024年も販
促費の抑制からカタログ・チラシ・パンフレット用途などの需
要が減少し、内需は7.4％減と前年の9.1％減からマイナス幅
は縮小したものの引き続き減少した。
　≪2025年の予想≫
　☆景気は緩やかな回復が見込まれ、広告市場全体としては
増加が期待されるものの、紙媒体にとっては厳しい状況が続
くと見られる。デジタル化などの構造的要因に加えて、これ
までの企業のコスト削減姿勢も継続すると考えられる。販促
費は抑制され、カタログ、チラシ、パンフレットなどの発行回
数や部数の減少、判型縮小、グレードダウンなどが続き、内需
は前年を下回ると予想される。なお、大阪・関西万博などのイ
ベントや参議院選挙などによる押し上げ効果はごくわずかと
予想される。
　☆塗工印刷用紙の内需は243万トン、前年比6.0％減を見
込んだ。4年連続のマイナスとなる見通し。2019年比では
40.5％減、過去のピークだった2006年（695万トン）に対し

て3割台半ばの水準となる。
　■情報用紙
　≪近年の動向≫
　★情報用紙の内需は、コロナ禍を契機にリモートワークや
Web会議の定着、需要家のコスト削減により減少傾向が続い
ている。2024年も主力のPPC用紙を中心に需要家の使用量削
減が続き、内需は5.3％減と前年の5.1％減と同程度となった。
　≪2025年の予想≫
　☆品種別には、感熱紙原紙を除いてマイナスが予想され
る。PPC用紙は企業のコスト削減や官公庁によるデジタル化
の推進、郵便料金の改定なども影響し、使用量の削減が続く
と考えられる。また、フォーム用紙や複写原紙についてもデ
ジタル化の影響によりマイナス。一方、感熱紙原紙は人流増
に伴い、飲食店（レジ、バックヤード）などのレシート用途を
中心に底堅いと予想する。
　☆情報用紙の内需は131万トン、前年比5.0％減を見込
んだ。7年連続のマイナスとなる見通し。2019年比では、
26.9％減、過去のピークだった2008年（201万トン）に対し
て6割台半ばの水準となる。
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　愛知・岐阜・三重・石川・富山の各県印刷工業組合と愛知県印刷協同組合が主催して行な
われてきました「ポスターグランプリコンペティション」が、昨年開催の 15 回をもって終
了しました。終了に至った経緯は本誌でもお伝えしてきましたが、15 回も続いてきただけ
に終了を惜しむ声が多く聞かれました。
　ポスターグランプリは、次世代の印刷業界を担うデザイナーの育成を目的に掲げ、2010
年に愛知県印刷工業組合の主催でスタートしました。当初は大学生・専門学校生・高校生か
らの募集のみでしたが、第 4 回から一般からの募集も開始されました。また、主催も愛印
工組のみならず岐阜・三重・石川・富山の各県工組も加わった中部 5 県へと広がりを見せ、
大きなイベントへと発展しました。
　15 回に及んだポスターグランプリから最優秀賞受賞作品を誌上展示しました。各回のユ
ニークなテーマと作者のコメントも併せ紹介しました。

■ポスターグランプリコンペティション15回開催を振り返る

最優秀賞（グランプリ）作品誌上展示

　※愛知県印刷工業組合では、第 1 回から 15
回までの「ポスターグランプリ入賞・入選作品集」
を刊行しています。作品集は、下記ホームペー
ジから閲覧ができます。

（https://www.ai-in-ko.or.jp/）

第 1 回のポスターグランプリ会場

第 1 回

第 6 回

第 11 回

第 2 回

第 7 回

第 12 回

第 3 回

第 8 回

第 13 回

第 4 回

第 9 回

第 14 回

第 5 回

第 10 回

第 15 回
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　■第 1 回（2010 年）
　｢環境保護（Human life is also one=
人間もまた一つの命）」
　林  大希（名古屋芸術大学）
　作品を遠くから見ると「肺」なのですが、
近くで見ると「木」の根っこです。人は木
が生む酸素を吸って生きながらえている。
そんな関連性を表現したくて、ああいう形
にしました。初めていただく大きな賞なの
で、驚いています。
　■第 2 回（2011 年）
　｢まちの魅力を伝えよう！」
　伊尾明里（名古屋総合デザイン専門学校）
　四日市のコンビナートは、四日市ぜんそ
くなどで悪い印象が強いが、その夜景は驚
くほど綺麗だ。コンビナートの力強さや綺
麗さを感じてもらいたいと思い、絵で少し
オーバーに表現しました。
　■第 3 回（2012 年）
　｢近未来の「日本」へのメッセージ」
　渡邉美里（愛知造形デザイン専門学校）
　次世代の電力をになう風力発電と、日本
の伝統的な行事である端午の節句の鯉のぼ
りを、ひとつの画面の中にレイアウトし、多
くのものが新しくなる中で、変わらない素晴
らしさもあるということを表現しました。
　■第 4 回（2013 年）
　｢あなたが想う「技」へのメッセージ」
　竹内君佳（専門学校日本デザイナー芸術学院）
　刀が多く使われた江戸時代の刀剣鍔職人
は、現代の日本人にも模倣されるデザイン
を生み出した。時代が移り変わっても、日
本人が感じる魅力は変わっていないことか
ら、本質の不変を、生み出した職人の技と
して表現した。
　■第 5 回（2014 年）
　｢〈伝える〉　〜伝えよう、あなたの想い。〜」
　森 美奈子（名古屋芸術大学）
　伝えるということについて、ドラクロワ
の「民衆を導く自由の女神」をオマージュ
して制作しました。女神はスマートフォン
を持った女子学生になっており、現代の機
器で伝える事の革命が起きている様を表現

　■第 10 回（2019 年）
　｢輪」
　吉田日向子（金城大学短期大学部）
　どこにでもあるひもで、輪は簡単に作れ
る。普通のひもの輪だから、価値はゼロ。
これから生まれる可能性もゼロだろうか。
いいや、ひねったり、手を加えたりすれば
可能性は無限だい。
　■第 11 回（2020 年）
　｢NEXT」
　谷口叶翔（富山県立富山北部高等学校）
　高いハードルのような、厳しい障壁があ
っても、逆転の発想で次へ進んでいきたい
という思いを込めて描いた。
　■第 12 回（2021 年）
　｢縁」
　保田勇晴（大同大学）
　夫婦の縁をコンセプトに、靴を使い表現
した。右側に大きめの靴、左側に少し小さ
めの靴をおくことで男女を表現し、赤い紐
で結ぶことで夫婦を表現した。靴と紐で二
人三脚を表し、夫婦の仲を表現した。
　■第 13 回（2022 年）
　｢カタチ」
　杉山真夕（山本学園情報文化専門学校）
　3つの形だけでも、シルエットとしてイ
ラストを描くこともできて、大きさで強弱
をつけることで立体感を演出することを意
識しました。
　■第 14 回（2023 年）
　｢おばけ」
　大野紋加（名古屋造形大学）
　ハロウィンのような仮装もいいけど、子
どもたちの想像力なら身近なものでもおば
けになりきれる。カーテンにくるまってお
ばけごっこをしていた子どもの頃を思い出
して制作しました。
　■第 15 回（2024 年）
　｢いいかげん」
　山元憧子（専門学校日本デザイナー芸術
学院）
　「いいかげん」というテーマを聞いて私
が考えた“いいかげん”を描いてみました。

　■第 7 回（2016 年）
　｢VS」
　青木雅徳（新日本印刷㈱）
　人と人が向かい合う時はいつだって本気
です。若い人も老人も外国人も、じゃんけ
んだからって気を抜けない。真剣勝負を目
の前にした時の緊張感と、心のゆらぎを漆
黒のモノクロと壮大な背景で表現しました。
　■第 8 回（2017 年）
　｢with」
　小澤賢之助（専門学校日本デザイナー芸
術学院）
　キスをテーマに誰かを想う気持ちを表現
しました。重なり合う	2	つの唇でインパ
クトを持たせ、唇はわざと端をぼろぼろさ
せ荒々しさを出しました。コピーには情景
が浮かぶようにローマの休日の	2	人のセ
リフを使いました。
　■第 9 回（2018 年）
　｢知」
　桑山奈々実（広告デザイン専門学校）
　新しい知識を得る時、とてもわくわくす
る。知ることは楽しく、夢中になってしま
う。その高揚感と、無駄な知識なんて無い
ということを、付箋でパンパンになった本
で表現した。

しています。
　■第 6 回（2015 年）
　｢気」〜届けよう、気のチカラ〜
　伊藤里美（専門学校日本デザイナー芸術
学院）
　気持ちを伝える方法として古くから手紙
があり、今この時も世界中の人々が気持ち
を届けているだろう。これまで数え切れな
い程の手紙によって様々な気持ちが伝え合
われてきた事を、切手を集めて表現した。

第1回〜第15回ポスターグランプリ

最優秀賞受賞者と作品テーマ
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C4080広告【サイズ：（H）65×（W）170mm】

媒体名：あいちの印刷

〒460-0008  愛知県名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上しらかわビル11F   TEL.052-229-4624プロフェッショナルプリント事業部  西日本営業統括部  営業4部 https://www.konicaminolta.jp/pr/printlab

お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

　中小企業庁及び公正取引委員会は、中小事業者の取引条件
の改善を図る取り組みの一環として、手形サイトの短縮を求
める注意喚起を行なった。
　令和6年4月30日、公正取引員会は、業界の商慣行や近年の
金融情勢などを総合的に勘案し指導基準を変更。令和6年11
月1日以降、親事業者が下請代金の支払い手段として、60日
を超えるサイトの手形などを交付した場合、下請代金支払遅
延等防止法（下請法）の割引困難な手形の交付などに該当する
おそれがあるとして、その親事業者に対し指導する方針を公
表した。
　中小企業庁及び公正取引委員会は、新たな指導基準などの
運用開始にあたり、今年度実施した下請法に基づく定期調査
において、下請代金の現金払いへの変更や手形などのサイト
60日以内に短縮する予定はないとした親事業者に対して、連
名で注意喚起を行なった。具体的には令和6年9月27日付で
約600名、今般、11月22日付で新たに約100名に対して、手
形サイトを60日以内に短縮することを求める注意喚起を行
なった。「今後も引き続き中小事業者の取引条件の改善を図る
取り組みを進めていく」としている。

　東京都印刷工業組合（東印工組）は、組合員の販売力強化と
事業活性化を目的に、新しい市場を開拓するツールとして組
合員向けの共同ECサイト「E-CONNECT」を開発し、1月10
日より商品登録・運用を開始した。同サイトは、自社の特色あ
る商品や技術・サービスなどを新たな販売チャンネルを利用
して、全国規模で販売取引することが可能になる。また、組合

　全日本印刷工業組合連合会（全印工連）は、昨年12月11日
に第47回全印工連CSR認定委員会を開き、ワンスター認定新
規3社、更新11社を認定した。これによりCSR認定企業は計
146社となった。
　新規認定企業：■荒瀬印刷㈱（群馬県高崎市）■㈱武揚堂（東
京都目黒区）■山藤三陽印刷㈱（札幌市西区）。
　※第49期ワンスター認定を募集中。応募締め切り日は4月
30日。CSR認定の詳細は、http://www.aj-pia.or.jp/（全印
工連CSR認定事務局）へ。

員各社が新たな事業展開へのヒントや刺激となる情報を得る
こともできる。
　PRページは商品ごとに作成でき、写真、説明文、動画を自
由な組み合わせで簡単に掲載できる。すでに小売商品を他
のECサイトに出品している場合は、リンクの表示も可能。ま
た、Google広告キャーンペーンを利用したSEO対策やMA
ツール導入による顧客データの収集・分析など、最新のデジ
タルマーケティングを期間限定で無料利用できる。
　同事業は、東京都中小企業団体中央会の中小企業など新戦
略支援事業に係る特別支援「デジタル技術活用による販売力
強化プロジェクト」の委託事業として実施している。

　一般社団法人日本印刷産業連合会〈日印産連〉は、昨年12
月20日に第77回グリーンプリンティング（GP）工場認定委
員会において、更新48工場を認定、この結果、GP認定工場は
全439事業所となった。また、同認定委員会においてGP資機
材の認定も実施し、5社7製品（洗浄剤1製品、エッチ液5製品、
プレートクリーナー 1製品）を新たに認定。これにより登録
製品は755製品となった。

中小企業庁・公正取引委員会

手形サイトの短縮で注意喚起
60日以内の短縮を求める

東印工組

共同ECサイトの運用開始
組合員の販売力強化を支援

全印工連

第47回CSR認定
ワンスター新規3社、更新11社

日印産連

第77回グリーンプリンティング
更新48工場、資機材7製品を認定

PICKUP NEWS
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的ではなく、新たな可能性を切り拓くチャ
ンスとして捉えることが大事である。会場
には、最新の印刷技術やソリューションだ
けではなく、デジタル技術やペーパーレス
化に対応した新しい取り組みが数多く紹介
されている。是非、多くの気付きやヒント
を持ち帰っていただきたい」と述べた。
　次いで、酒井良輔愛知県印刷工業組合理
事長が、「光文堂新春機材展では、様々な
先進的技術は勿論のこと、多彩な情報を
提供していただいている。本日と明日の 2
日間、全国各地から多くの人が来場される。
そうした方々との交流も深めながら、また、
最新技術も勉強し明日の事業に役立ててい
ただきたい」と述べた。
　続いて、光文堂讃岐社長、光文堂友の会
細井会長、愛知県印刷工業組合酒井理事長、
岐阜県印刷工業組合大洞正和理事長、三重
県印刷工業組合山口史高理事長、愛知県製
本工業組合岩間正晃理事長、光文堂共伸会
伊藤嘉康会長の 7氏がテープカットを行
ない、Print	Doors	2025 がオープンした。
　会場には、プリプレスからプレス、ポス
トプレスに至るまで、印刷工程全体を網羅
する最先端の資機材が展示され、今後の経
営基盤確立のためのヒントや、将来に向け
た設備計画の方向付けの場としての役割を
担った。また、コラボレーション展では、
各社自慢のアイデア商品、ノウハウ、サー
ビスなどが披露され、各社との交流や協業
をさぐる場となった。
　機材展に合わせセミナーが開催され、初
日、酒井良輔愛印工組理事長による「価値
創造が拓く未来」、2日目は大橋慶三光文
堂販売推進部次長による「利益を最大化す
る革新的アプローチ！」が行なわれた。

未来を切り拓くために戦う女性をモチーフ
にした。今回始めてAI を活用したポスタ
ーを社内で作成した。生成AI は業界にと
って活用すべき革新的な技術と考え、未完
成の部分もあることを理解し、将来性を見
つめ、果敢にチャレンジした。
　明るい未来への指針となる Print	Doors	
2025 第 61 回新春機材展。皆様一人ひと
りがそれぞれの SLIM	&	STRONGを見つ
けていただき、印刷業界をその先へ推し進
めて行きたいと思う。この 2日間、出展
社の皆さんと一緒になって有益な情報発信
を行ない、全国各地のお客様の交流の場と
して、少しでもお役に立てるよう全身全霊
を掛けて取り組んで行く」。

　7氏によるテープカットでオープン
　来賓を代表して細井俊男光文堂友の会会
長が、「デジタル化の加速やペーパーレス
化の進展が進む中、印刷業界はかつてない
変化の波に直面している。この変化を悲観

　愛知県印刷工業組合および各組合が後援
し開催された、㈱光文堂主催による「第
61 回新春機材展　Print Doors 2025」。
1 月 22・23 日の両日、ポートメッセなご
や 3 号館（名古屋市国際展示場）において、

「SLIM & STRONG　〜その先へ〜」をテ
ーマに、出展者 153 社、390 小間の規模
で開催、2 日間の開期中 9,555 名が来場
した。　

　未来への指針「Print Doors 2025」
　初日、開会に先立ち行なわれたオープニ
ングセレモニーの席上、主催者を代表して
讃岐秀昭社長が次のように挨拶した。
　「今回テーマとした『SLIM	&	STRONG』
は、2023 年に当社が制定した企業スロー
ガンでもある。企業と企業の競争の厳し
い状況を乗り越えるためには、本当に必
要なことは何があっても揺るがない意思
をもったすなわち、SLIM ＝無駄のない、
STRONG＝強靭な方針が、必要不可欠で
ある。また、今回のポスタービジュアルは、

■愛印工組後援

挨拶する讃岐
光文堂社長

挨拶する酒井
愛印工組理事長

数々の新製品が披露された機材展会場。
右上はコラボ展会場

テープカットする左より、岩間、大洞、細井、讃岐、酒井、山口、伊藤の各氏

光文堂新春機材展「Print Doors 2025」開幕

2日間情報収集に9,555名が来場
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今月の本棚

経済調査会
印刷用発注実務＆費用積算の決定版

積算資料2025年版「印刷料金」

ニュープリンティング㈱
デジタル印刷ビジネスブック

2024秋 B2判枚葉デジタル
印刷機の実力

　一般財団法人経済調査会から、印刷の発
注実務から費用積算を網羅した印刷受発注
の決定版、積算資料 2025年版「印刷料金」
が刊行された。本書は、印刷物受発注にお
ける見積もり・積算資料、チェック資料と
して活用されている価格情報誌になる。
　【今号の特集】
　① drupa2024 に見る印刷トレンド、
②Web制作費の見積もりに関する調査結
果について、③クリエイティブワークの見
積もり事例調査結果。
　【主要目次】
　①クリエイティブワーク
　クリエイティブワークとは／クリエイテ
ィブワークのワークフロー／ケーススタデ
ィ／クリエイティブワークの受発注に必要
なオリエンテーション／クリエイティブワ
ークの積算の考え方／クリエイティブワー
クの基本的な料金項目／クリエイティブワ
ークの見積もり例。
　②一般印刷
　●基礎知識：一般印刷の製作工程／印刷
物受発注の流れ／印刷物制作業務における
契約時の注意点／印刷物仕様の決定／印刷
費積算の概要／発注・積算業務に関した書
式サンプル。
　●工程別料金の算出法
　●平版オフセット印刷：編集デザイン／
DTP パーツ作成・メイクアップ・修正／
文字デザイン校正紙／色校正／刷版／印刷
／製本加工／用紙価格／諸経費。
　●デジタル印刷／フルフィルメント
　●地区別料金表／積算事例／印刷物事例

別料金。
　③Web 制作：Web 制作とは／Web
制作の発注方法／Web制作費の見積もり
／Web制作の見積もり例／Web制作に
関わる人材
　④名刺・ハガキ・封筒印刷
　⑤フォーム印刷
　⑥ドキュメントサービス（複写・情報加
工）：出力サービス／複写（コピー）／製
本加工／電子ファイリング
　⑦地図調製：企画・設計・編集／校正・製
版／印刷／仕上げ加工／用紙価格／諸経費
　⑧参考資料：環境ラベルに対応した用紙
銘柄一覧／点字印刷料金／翻訳料金／写真
貸出料金／印刷用語集／印刷関連団体一覧
　●体裁：B5判 400ページ
　●問い合わせ：経済調査会出版事業部
TEL03-5777-8221
　●定価：4,070 円（税込み）

　ニュープリンティング㈱から、月間プリ
テックステージ 11月号増刊として「デジ
タル印刷ビジネスブック 2024 秋」が発
行された。B2判枚葉デジタル印刷機の実
力をテーマに、デジタル印刷の利点を生か
したビジネス開発の事例、生産体制、関連
技術などが紹介されている。
　【内容】
　● B2判枚葉デジタル印刷機の実力
　座談会／オフセットに匹敵する高品質、
Products 充実のラインアップ
　●ビジネス＆イノベーション
　●ヤマシタ／デジタル色校正のサービス
領域を広げる●田中紙工／後加工技術＋
PODで市場拡大●クリエイト横浜／豊か
な表現力が新規ビジネスの可能性を開く●
ハンダ／〝楽しい＂から商材が生まれビジ

ネスに発展●マツモト／インクジェット印
刷機 4台から製本、ホログラム加工まで
一貫生産（その他）
　●付加価値の源泉〜ポストプレス
　●トヨテック／付加価値を高める菊全・
B2・A3ワイド後加工ソリューション●ホ
リゾン／新・中綴じ折製本システム●ムサ
シ／ B2デジタルダイカッター（その他）
　●体裁：A4判 44ページ、中綴じ
　●定価：1,100 円（税込み、送料別）
　●問い合わせ：ニュープリンティング㈱
TEL03-3264-2054

お知らせ

　■企業見学会のご案内
　愛印工組・経営革新委員会（冨田章
裕委員長）は、下記要項で企業見学会
を開催、参加者を募集している。
　●実施日：3月 24日（月）
　●見学先：MIZKAN	MUSEUM／
國盛酒の文化館／半田運河・蔵のまち
エリア散策
　●参加費：1人 10,000 円（愛印工
組・名古屋而立会会員）、昼食込み：
昼食は「魚太郎	半田店」ですし会席
　●定員：30名
　●交通手段：貸切りバス
　※詳細は、愛知県印刷工業組合
052-962-5771（担当：勝野）まで。
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TOP

imagePRESS 封筒搬送ユニット
封筒フィーダ搭載で連続印刷可能！

■封筒を補充する際のロスタイムがなくプリンターの性能を
　最大限に引き出します！
■軽オフの更新時にご検討ください。

デモ動画説明動画 カタログ

〒460-0002　名古屋市中区丸の内 3丁目 7番 23 号
TEL :052-961-7661　FAX:052-961-7662


